
高齢者福祉計画に基づく主要な事業の取り組み 令和6年度期末

１　生きがいづくり・健康づくり・介護予防の推進（一般介護予防事業）

R6実績 R7 R8

1

社会参加し
ている人の
割合が増え
ている

コロナを経て、集団への
参加に対する高齢者の意
識が変わり、社会参加が
減少。伴いフレイルの増
加と若年化が進んでいる

フレイルを意識
せず、自然にフ
レイル対応とな
る社会参加を促
す

社会参加につな
がる部門、イベ
ントとの相互連
携

いきいきポイント制度の
実施により、社会参加に
つながる活動にポイント
付与。生涯学習団体、
サークル等、100団体、
750人の参加を得る

健康ポイント制度、生涯
学習団体や活動、天⻯
ウォーク等々、楽しみと
して社会参加につながる
取組等の積極的な周知と
連携 継続

歩きたくなる道路、公園
建設の際の高齢者向け健
康器具の設置など、あら
ゆる生活の場面でフレイ
ル対応の要素を組み込め
る協⼒関係を作る

2

地域内で、
フレイル予
防視点から
声かけあっ
ている

フレイルである、心配で
あることが外⾒や⾏動か
ら発⾒しづらい。加齢に
よるものと⾒逃されがち

地域内でフレイ
ルの特性を学
び、心配な人に
気づいてつなぐ
ことができるよ
うにする

地区での出前講座
生活介護支援サポーター
養成講座（南小河内）の
実施 受講者７名
地区内でのサロン活動の
効果に、介護予防の考え
方を組み込んでもらう
（サロン代表者会）

出前講座、生活介護支援
サポーターの更新によ
る、フレイルの周知と心
配な人への声掛け。「あ
の家、⼤丈夫かい︖」の
声

継続

出前講座（⻑寿クラブ、
ふれあいサロン、いきい
き百歳体操）23回

3

職場内で、
フレイルを
意識した取
り組みがな
されている

定年が延⻑し、75歳まで
働くことが普通になる中
で、高齢社員の仕事の継
続や体調等への配慮のた
めの認知症・介護予防な
ど、これまでなかった従
業員の高齢化に対応する
必要がでてきた

今や高齢者が最
もいるのが職
場、仕事は最⼤
のフレイル予防
であることか
ら、フレイルの
理解と対応を周
知する

企業への出前講座３件

高齢になっても働き続け
られる環境づくりについ
て認知症⾒守り団体「す
まいる」での検討、
フォーラム

企業に対して、健康づく
り・介護予防教室

すまいるによる調査検討
の仕組み 継続

バランスの取れた社食、
ラジオ体操、歩く環境等
の配慮、認知症バリアフ
リー、健康診断の確実な
実施など、習慣として配
慮できることの周知啓発

〇計画に定める成果指標のうち本事業関連のあるもの

NO 回数

1 23回

2 １社

沢区のサロンにおける介護予防体操

取組
担当

計画区分

NO 目指す姿 課題
取組の方向性・
考え方・手段

備考

備考

出前講座（長寿クラブ、ふれあいサロン、いきいき百歳体操）

ウェルシアと協力したウェルカフェの開催　Ｒ6.12回

出前講座の実施回数

民間企業等等と連携した介護予防教室等の企画

内容


